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22.本動詞 ｢オル｣ ｢ゴザル｣ ｢ミエル｣
高山方言における<有情物の存在>を表す本動詞は ｢おる｣である｡そして有標のアス









｢みえよる｣形式は (ほとんど)使用されない｡ ｢ござりよる｣と ｢ござっとる｣とを比
較しても､ ｢ござりよる｣の使用の方が稀である｡そして､ ｢ござりよる｣ ｢ござっと

















アスペクトテンス 完成相 不完成相 パーフェクト相
非過去 ござる (ござりよる) ござつとる
萱ござらん (ござりよらん) ござつとらん
渦 去 ござった (ござりよった) ござつとつた
非過去 みえる * みえとる
みえん みえとらん











｢ござる｣とは違って､ ｢して形式+存在動詞 (みえる)｣の ｢飲んでみえる｣形式だけ
である｡この形式が表すアスペクト的意味は､後述するように ｢してござる｣形式の意味
と同じである｡
4アスペクトテンス敬意 【 完成相 不完成相 パーフェクト相
非過去 非敬語 飲む 飲みよる 飲んどる
敬 語 ★ 卜飲みよござる 飲んでござる
























































S SL 7:諸 進行 結果 痕跡経験記録 反復習慣 直前 非実現
主体変化動詞 シヨノレ ∃ / / シヨノレ シヨノレ シヨツタ
T Rl シトル シトル 【シトル】 / /
主体動作 シヨノレ ; / / シヨノレ シヨノレ シヨツタ
客体変化動詞 【シ トル】 シ トル シトル 【シ トル】 / /
主体動作動詞 シヨノレ / / シヨノレ シ′ヨノレ シヨツタ






















アスペクト パーフェクト相i-完成相 ･ 不完成相テンス敬意
葬過去 非敬語 * & 飲みよる 飲んどる
敬 語 ≡室飲まはる 飲みよござる 飲 んでござる
((飲みよらはる)) a(飲んどらはる)
過 去 ∃ 非敬語 ∃飲んだ 飲みよった 飲んどつた






ていねいみと9,5方テンス 普通体 【 丁寧体肯定 否定 肯定 否定
非過主 飲んでみえる 飲んでみえん 飲んでみえます 飲んでみえません


























トル ｣と ｢ショゴザル/シテゴザル ｣の対応があり､それに加えて共通語コー ドと意識さ
れる ｢シテミニル ｣が使用されているのだが､今後の若い世代では ｢シヨル/ショゴザル
/シテゴザル ｣は使用されなくなり､ ｢シ トル/シテミエル ｣形式の方に徐々に移行して
いくのではないだろうか{.')
5_ ｢シテゴザル｣ rシテミ工ル｣形式のその他のアスペクト的意味













アスペクトムード-くン 完成相 不完成相 ⊇【 パーフェクト相
叙述 断定 非過宴 飲む 飲みよる 飲んどる
過 去 廠 んだ 飲みよった 飲んどつた
推量 非過去 飲まず (も) 飲みよらず (も) 飲んどらず (も)
飲むろう 飲みよるろう 飲んどるろう
過 去 飲んだらず (も) 飲みよったらず (も) 飲んどつたらず (も)
飲んだろう 飲みよったろう 飲んどつたろう
勧 誘 飲ままいか 飲みよらまいか 飲んどらまいか
アスペクトムードご/ 完成相【 】 不完成相 巨 フ-クト相
叙述 断定 f非過去過 飲まはる 飲みよござる 飲んでござる
飲まはつた 飲みよござった 飲んでござった
推量 ≧臣過 去 飲まはらず (も) 飲みよござらず (も) 飲んでござらず (も)
飲まはるろう 飲みよござるろう 飲んでござるろう
≧飲まはつたらず(も)岳 たろう 飲みよござったらず(ち)飲んでござったらず(ち)ざったろう ざったろう
10
以上､アスペク トと敬語形式 との関係を高山方言について記述 した｡今後､このような
現象が､どのような方言でどのように表現 されているかのバ リエーションの記述が必要に
なってこようO
また､高山方言について言えば､例えば ｢赤 くなる､赤 くない｣ とは言わずに ｢赤ニー
なる､赤ニーない｣ と言 う一方､ ｢買 うた､笑 うた｣ とは言わずに ｢買った､笑った｣ と
言 うことか ら､西 日本的な要素 と東 日本的な要素 とが混在 している点で､きわめて興味深





小池 静子 (1940年高山市生)現在まで高山市在住 (外住歴なし)




2) ｢開けよる｣は ｢開きょる｣とも言うが､ ｢開けよる｣の形で代表させることにする｡後述の
｢ござりよる｣ ｢飲みよる｣ ｢切りよる｣等も､ ｢ござりょる｣ ｢飲みょる｣ ｢切りょる｣と
言うことがあるCただし短い語では初音化せずに ｢しよる｣ ｢見よる｣ ｢来よる｣ ｢着よる｣
というのが普通である｡















5) ｢ござる｣ ｢みえる｣ともにくおる､来る>の意味の敬語形式であるが､ ｢ござらはる/ござ
らはった/ござらはらん/ござらはらなんだ｣ ｢みえらはる/みえらはった/みえらはらん/
みえらはらなんだ｣のような二重敬語形式も使用されている｡また､丁寧体形式の ｢みえらは
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